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3 キツネ色に焼き上げたら余分な油を切
り、裏返す。蓋をして、少し蒸し焼き
にし、さらに油を切ってから強火に。仕
上げに白ワインを振りかけて、強火で
蒸発させ、蒸し焼きにする。

豚ヒレ肉をラップに挟み、肉たたきかめ
ん棒などで叩いて、倍の大きさまで伸
ばす。ラップを外し、塩・こしょう・粉
チーズ（分量外）をふる。うすく小麦粉
をまぶす。細かくしたパン粉に3：1の
割合で粉チーズを混ぜておく。

2
豚ヒレ肉に溶き卵、パン粉をつけなじ
ませる。オリーブオイルとバターを溶
かしたフライパンにハーブを入れ香り
付けし、豚ヒレ肉を入れる。油が全体
にまわるようにフライパンを回しながら
焼く。

ルッコラ、トマトを食べやすい大きさに
切り、塩・エクストラバージンオイルを
入れて混ぜ、バルサミコソースで和え
る。豚ヒレ肉を器に盛り、サラダをのせ、
櫛形に切ったレモンを添える。

やまがた

旬の料理

4

●材料（1人分）

豚ヒレ肉…1枚（100g）　
パン粉…100g
パルミジャーノレジャーノチーズ
（粉チーズ）…30g
小麦粉…適量　溶き卵…1/2個
オリーブオイル…大さじ1
バター…適量
ハーブ（ローズマリー、セージなど）
…2〜3枚
白ワイン…少々
サラダ（ルッコラ、トマトなど）…適量
バルサミコソース…適量
エクストラバージンオイル…適量
塩・こしょう…適量
レモン…適量

チーズの香りとキツネ色の衣が食欲をそそる一品、
出来たての熱いうちにレモン汁をかけてどうぞ。

豚ヒレ肉のカツレツミラノ風

04 特集 JAの未来

鉄コーティング直播栽培と
土壌診断で米生産のコスト削減へ！

02 地区別座談会 

08 営農情報 

12 旬の料理 豚ヒレ肉のカツレツミラノ風

20
15／

4
月

号
広

報
紙

読者の皆様からいただいたお葉書や、取材の際に伺ったご意見などをもとに、4月号から広報紙をリニューアルしました。
「無駄なく、すっきり読みやすい」をテーマに、組合員の皆様が必要とする情報を、的確に届けられる広報紙を作っていきます。あとがき

佐々木浩行／『トラットリア・ピッツェリア ボーノ』
／イタリアの庶民的で家庭的な料理が中心の、誰
もが気軽に料理を楽しめるアットホームな店。山形
市七日町 2-3-16、TEL.023-624-5090、営業時間
11：30〜13：00、17：30〜21：00、火曜定休。12〜
40名の宴会・貸切可。

ワンポイントアドバイス
豚ヒレ肉はよく叩いて、
できるだけ均一の
厚さにのばすと
上手に揚がります。
こまめに油を切り
しつこさを逃し
　ましょう。



J
A
や
ま
が
た
の

自
己
改
革
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
所
得
向
上
と
、当
J
A
の
経

営
改
善
に
向
け
、自
己
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。主
に
営
農
経
済
事
業
の
改
善
を
図

る
た
め
、4
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
す
。①
生

産
コ
ス
ト
の
削
減 

②
園
芸
作
物
の
販
売

力
強
化 

③
直
売
所
の
機
能
強
化 

④
配

送
業
務
の
改
善 

で
す
。

自
己
資
本
の

状
態
に
つ
い
て

　

当
J
A
で
は
平
成
26
年
度
決
算
時
よ

り
、新
し
い
自
己
資
本
規
制
で
あ
る「
バ

ー
ゼ
ル
Ⅲ
」
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。自

己
資
本
比
率
に
関
す
る
規
制
が
厳
し
く

な
る
中
、今
後
も
自
己
資
本
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、経
営
の
健
全
性
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
担
い
手
支
援
対
策
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

　

当
J
A
独
自
の
新
規
事
業
と
し
て「
担

い
手
経
営
体・新
規
就
農
者
育
成
支
援
事

業
」を
開
始
し
ま
す
。地
域
の
担
い
手
を

明
確
に
す
る
こ
と
、管
内
の
優
れ
た
生
産

基
盤
を
有
効
活
用
し
て
生
産
量
を
確
保

し
、生
産
・販
売
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
、

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、当
J
A
で
も
担
い
手
支
援
対
策
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

米
の
新
品
種（
山
形
1
1
2

号
）の
作
付
計
画
に
つ
い
て

　

山
形
県
の
指
導
に
よ
り
、当
面「
は
え

ぬ
き
」と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
作
付
を
計

画
し
て
い
き
ま
す
。今
年
度
か
ら
、各
営

農
セ
ン
タ
ー
に
1
か
所
、現
地
実
証
展
示

圃
を
設
け
る
予
定
で
す
。今
後
、一
般
作
付

も
検
討
し
て
い
ま
す
。　

飼
料
用
米
の

作
付
方
針
に
つ
い
て

　

飼
料
用
米
に
よ
る
生
産
調
整
面
積
増

加
分
に
つ
い
て
、目
標
達
成
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
、西
部

営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
に
つ
い
て
は
山
形
地

区
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
取
り
扱

う
予
定
で
す
。ま
た
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー

管
内
に
つ
い
て
は
、昨
年
同
様
、多
収
性
専

用
品
種
の
作
付
を
進
め
ま
す
。　

米
の
価
格
下
落
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

つ
や
姫
・
は
え
ぬ
き
を
中
心
に
、
当

J
A
独
自
の
販
売
を
よ
り
積
極
的
に
行

い
ま
す
。ま
た
、今
年
か
ら
本
格
的
に
直

播
栽
培
の
普
及
に
取
り
組
み
、生
産
コ
ス

ト
の
削
減
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
直
売
所
事
業
に
係
る

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　

お
い
し
さ
直
売
所
南
館
店
の
店
舗
と
駐

車
場
を
拡
大
し
、地
域
の
方
へ
安
全
で
安

心
な
農
産
物
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
産
物
の

販
売
力
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

集
出
荷
施
設
の
利
用
改
善
と
と
も
に
、

地区別座談会
 2月に行われた地区別座談会で、
ご質問の多かった事項について紹介します。

四季の生け花
華道家元池坊 小山雅子

4月の花／沖野桂子 作

○花材　ラナンキュラス／カラー
レースフラワー／赤柳／赤ドラセナ
オクロレルカ／ペラ／デルフィニウム

協力 ： （株）出羽園

花
と

　 

暮
ら
す

一
元
出
荷
に
よ
る
有
利
販
売
に
努
め
ま

す
。ま
た
重
点
出
荷
市
場
を
定
め
、企
画

販
売
、提
案
型
取
引
を
行
い
ま
す
。さ
ら

に
、試
食
宣
伝
等
を
積
極
的
に
行
い
、当

J
A
の
農
産
物
の
良
さ
を
P
R
し
ま
す
。

配
送
業
務
の

委
託
廃
止
に
つ
い
て

　

配
送
業
務
の
委
託
廃
止
は
、経
費
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、中
央
営
農

セ
ン
タ
ー
管
内
か
ら
新
た
に
開
始
し
ま

す
。そ
れ
に
と
も
な
い
、配
送
セ
ン
タ
ー

に
経
済
配
送
担
当
を
6
人
配
置
し
て
い

ま
す
。職
員
が
配
送
す
る
こ
と
で
、組
合

員
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
の
機
会
を
増
や

し
、よ
り
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

相
続
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て

　

依
頼
者
の
相
談
内
容
に
応
じ
、個
別
に

出
向
き
対
応
い
た
し
ま
す
。平
成
26
年
度

は
、相
続
に
関
す
る
ご
相
談
を
1
0
0
件

以
上
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
J
A
の
職
員

が
対
応
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
無
料
で
す

が
、外
部
の
専
門
家
へ
依
頼
し
た
も
の
や
、

住
民
票
の
取
得
等
に
か
か
る
費
用
は
、ご

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
の

利
用
状
況
と
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　

ひ
と
月
あ
た
り
の
平
均
的
な
利
用
状
況

と
し
て
、通
所
介
護
は
の
べ
6
0
0
人
、訪

問
介
護
は
の
べ
2
6
0
人
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
方
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

地区別座談会 ── 23 ──地区別座談会



特集 JAの未来

佐
竹　

直
播
用
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
取

り
付
け
ら
れ
る
田
植
機
も
あ
り
ま
す
が
、

機
種
が
限
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
の
値
段
が
70
万
円
ほ
ど
し
ま
す
の

で
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
直
播
用
田
植
機
の
リ
ー

ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
1
回
の
種
子
補

給
で
約
30
ア
ー
ル
の
播
種
が
可
能
で
、ス
ピ

ー
ド
も
速
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て

驚
く
ほ
ど
早
く
播
種
が
終
わ
る
は
ず
で
す
。

─
─ 

播
種
の
時
期
や
稲
刈
り
の
時
期
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
す

か
？

佐
竹　

播
種
の
時
期
は
、
従
来
よ
り
1

～
2
週
間
早
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
稲
刈
り
に
つ
い
て
は
少
し
遅
く
な
る

見
込
み
で
、
苗
で
植
え
る
場
合
よ
り
10
日

ほ
ど
後
が
刈
取
適
期
に
な
り
そ
う
で
す
。

適
期
が
従
来
よ
り
遅
く
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
作
業
が
分
散
さ
れ
る
と
い
う
観
点

か
ら
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
か
ら
新
し
く「
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

農
作
物
・
病
害
虫
防
除
暦
」
に
直
播
栽
培

の
欄
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

コ
ス
ト
削
減
と
省
力
化
が
図
ら
れ
、

収
入
増
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

佐
竹　

そ
の
通
り
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、

組
合
員
の
皆
様
に
直
播
栽
培
を
お
す
す
め

す
る
と
共
に
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
い

ち
早
く
籾
に
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
機

佐
竹　

は
い
、
ま
ず「
土
壌
診
断
」
は
、
土

壌
の
成
分
分
析
を
行
っ
て
、
無
駄
の
な
い

施
肥
設
計
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
当
Ｊ

Ａ
で
は
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
に
土
壌
診
断

室
が
あ
り
、
専
門
の
職
員
が
そ
の
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
安
全
安

心
で
お
い
し
い
お
米
を
作
る

た
め
、
ま
た
収
量
を
伸
ば
す

た
め
に
も
効
果
的
な
こ
と
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

で
は「
直
播
栽
培
」
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

佐
竹　
「
直
播
栽
培
」
は
、
苗

の
状
態
で
水
田
に
植
え
る

の
で
は
な
く
、籾
を
水
田
に

直
接
蒔
い
て
芽
を
出
さ
せ

る
栽
培
方
法
で
す
。
こ
れ

─
─ 

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
で
は“
生
産
コ
ス
ト

削
減
”
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
方
策
と
し
て「
直
播
栽

培
」
と「
土
壌
診
断
」
の
２
つ
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。

に
よ
っ
て
苗
作
り
に
か
か
る
コ
ス
ト
と
手

間
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

が
可
能
に
な
り
ま
す
。2
0
1
1
年
に（
独
）

農
研
機
構 

東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
直
播
適
性
品

種（
萌
え
み
の
り
）を
乾
田
直
播
で
栽

培
す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

米
60
㎏
当
た
り
の
費
用
は
6
，5
8
7

円
で
、
同
年
の
東
北
平
均
で
あ
る

１
１
，５
９
０
円
を
43
％
下
回
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

─
─ 

つ
ま
り
コ
ス
ト
が
４
割
削
減
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

佐
竹　

栽
培
す
る
地
域
や
品
種
、
そ

の
他
諸
々
の
要
素
に
よ
っ
て
こ
の
数

字
は
上
下
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ

の
指
標
と
考
え
て
も
す
ご
い
数
字
で
す
。

─
─ 

直
播
栽
培
に
お
け
る
他
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

佐
竹　

直
播
栽
培
の
労
働
時
間
は
、
育
苗

し
て
か
ら
植
え
る
方
法
に
比
べ
2
割
程
度

削
減
さ
れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
削

減
さ
れ
た
時
間
を
他
の
作
物
に
あ
て
る
こ

と
も
可
能
で
し
ょ
う
し
、
経
営
の
拡
大
、

複
合
部
門
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
か
と
思

い
ま
す
。

─
─  

デ
メ
リ
ッ
ト
は
い
か
が
で
す
か
？

佐
竹　

ま
だ
デ
ー
タ
は
少
な
い
も
の
の
、

収
量
が
1
割
程
度
減
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
播
種
し
て
2
～
3
日
後
、
発

芽
を
促
す
た
め
に
一
度
水
田
の
水
を
抜
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
雑
草
が
出
や
す
く
な
る
た
め
、
専
用
の

除
草
剤
を
1
回
撒
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
管
理
に
関
す
る
ご
心
配
を
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
、
具
体
的
な
こ
と
は
、
営

農
企
画
指
導
員
が
十
分
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

─
─ 

直
播
す
る
機
械
は
ど
う
な
る
の
で
す

か
？

お話を伺った営農経済部営農米穀課
の佐竹浩文課長。

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培
と

土
壌
診
断
で
米
生
産
の
コ
ス
ト
削
減
へ
！

J
A
や
ま
が
た
で
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
所
得
向
上
に
向
け
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
方
策
と
な
る
の
が
「
直
播
栽
培
」
と
「
土
壌
診
断
」

で
す
。
今
回
は
こ
の
２
つ
に
つ
い
て
、
担
当
部
署
で
あ
る
営
農
経
済
部
営
農
米
穀
課
の
佐
竹

浩
文
課
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

械
を
導
入
し
て
、
対
応
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

─
─ 

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
？

佐
竹　

籾
を
鉄
粉
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、

直
播
に
適
し
た
状
態
に
す
る
技
術
で
す
。

鳥
害
な
ど
の
軽
減
が
見
込
め
る
と
し
て
、

今
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

─
─ 

今
後
の
方
針
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

佐
竹　

今
年
は
１
年
目
で
す
の
で
、
ま
ず

は
規
模
の
大
き
な
農
家
さ
ん
を
対
象
に
ご

案
内
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
で
に

9
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
申
込
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
、
再
来
年
ま
で
に
は
、
よ
り

多
く
の
方
に
直
播
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─ 

直
播
栽
培
は
、
規
模
の
大
小
を
問
わ

ず
で
き
る
の
で
す
か
。

佐
竹　

直
播
栽
培
は
、
も
ち
ろ
ん
規
模
の

大
小
を
問
わ
ず
可
能
で
す
。
ま
ず
は
規
模

に
関
係
な
く
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
窓
口

に
な
っ
て
い
る
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
営
農

企
画
指
導
員
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

─
─ 

も
う
1
ヶ
月
も
す
る
と
田
植
え
が
始

ま
り
ま
す
。
今
年
、
直
播
栽
培
が
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
： 

「
米
の
生
産
コ
ス
ト
4
割
削
減
の
可
能
性
と
問

題
点
」 （
株
）
農
林
中
金
総
合
研
究
所

湿らせた籾と鉄粉などを機械を使って混ぜていく。

水につけた籾を脱水し、鉄粉を用意する。

直播栽培用の田植機。
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● JAやまがたから組合員の皆様に大切なお知らせです。 J A  I n f o r m a t i o n

［
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
］

1
．平
成
26
年
度
1
月
末
事
業
実
績

資
産
サ
ポ
ー
ト
部
が
受
け
た
相
続
相
談
等
の
実
績
を
報
告
。

［
営
農
経
済
部
］

1
．�福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
介
護
利
用
者
数
推
移

福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
の
利
用
状
況
、平
成
26
年
度
に
実
施
し

た「
い
き
い
き
教
室
」の
内
容
等
を
報
告
。

［
そ
の
他
］

1
．平
成
26
年
度
1
月
末
事
業
実
績

各
事
業
の
1
月
末
事
業
実
績
を
報
告
。

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案
．�平
成
27
年
度
内
部
監
査
計
画
書

内
部
監
査
室
が
J
A
や
ま
が
た
本
支
店
・
セ
ン
タ
ー
等
を
対
象
に

行
う
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て
内
部
監
査
室
長
が
説
明
し
、
承
認

さ
れ
た
。

第
2
号
議
案
．�就
業
規
則
第
35
条
の
附
属
規
程（
1
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
）の
一
部
変
更

1
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
運
用
す
る
に
あ
た
り
、
附
属

規
程
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
部
長
が
説
明
し
、

承
認
さ
れ
た
。

第
3
号
議
案
．�平
成
27
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
お
よ
び
運
用
計
画

平
成
27
年
度
余
裕
金
運
用
の
方
針
、運
用
方
法
、取
引
先
等
に
つ

い
て
金
融
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
4
号
議
案
．�諸
規
程
等
の
設
定
お
よ
び
一
部
変
更

信
用
事
業
規
程
、自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
、個
人
情
報
保
護
に

係
る
方
針・規
程
の
一
部
変
更
、平
成
27
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て
経
営
管
理
部
長
が
説
明
し
、
承
認

さ
れ
た
。

第
5
号
議
案
．�職
制
規
程
の
変
更

機
構
図
の
変
更
等
に
伴
い
、
職
制
規
程
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
経
営
管
理
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
14
回
理
事
会
［
2
月
6
日 

開
催
］

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案
．�支
店
統
合
再
編
実
施
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

今
後
の
支
店
統
合
再
編
実
施
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

経
営
管
理
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
15
回
理
事
会
［
2
月
25
日 

開
催
］

●
報
告
事
項

［
監
事
会
］

1
．平
成
27
年
度
監
事
監
査
計
画

平
成
27
年
度
監
事
監
査
計
画
を
報
告
。

［
内
部
監
査
室
・
経
営
管
理
部
］

1
．J
A
全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監
査
に
係
る
期
中

監
査（
期
中
監
査
Ⅱ
）期
中
改
善
指
示
書

J
A
全
国
監
査
機
構
が
1
月
に
行
っ
た
財
務
諸
表
等

監
査
の
期
中
監
査
に
つ
い
て
、改
善
を
要
す
る
重
要

な
事
項
が
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
。

2
．組
合
員（
出
資
金
）加
入
調
書

1
月
に
加
入
し
た
組
合
員（
13
名
）等
を
報
告
。

3
．総
代
選
挙
に
か
か
る
管
理
者
お
よ
び
立
会
人
の
変
更

総
代
選
挙
の
管
理
者
お
よ
び
立
会
人
の
変
更
を
報

告
。

4
．顧
客
属
性
照
会
シ
ス
テ
ム（
C
C
S
）に
よ
る
定
期
確

認
該
当
件
数
及
び
対
応
状
況
等

反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
を
報
告
。

［
金
融
部
］

1
．系
統
債
権
管
理
回
収
機
構（
株
）へ
の
債
権
売
却

系
統
債
権
管
理
回
収
機
構（
株
）へ
2
月
に
売
却
す
る

債
権
を
報
告
。

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
・
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度 新規採用職員募集について

総代会資料について

　4年制大学・大学院・短期大学を平成28年3月卒業見込みの方、4年制大学・大学院・短期大学を卒業した
方で、昭和63年4月2日以降生まれの方を対象に正職員募集を行います。
　詳細は、当JAホームページまたはリクナビ2016（就職情報サイト）をご確認ください。

■ 各事務所への備え置きについて
　農協法により、総代会資料は通常総代会の2週間
前から、主たる事務所に備え置き、組合員の閲覧
に供することが義務づけられています。当JAでは
4月28日から各事務所に総代会資料を備え置きま
すので、ご覧ください。

■ 旅行代金／大人おひとり様

164,000円〜900,000円
（ステートルームJ 3名1室〜ロイヤルスイートA 2名様1室利用時）

■ 出発  8月29日（土）

地域社会を守るには
　3月5日、山形市農業委員会、山形市土地改良区連合会、JAの間で農業の
抱える諸問題についての懇談会が開かれました。現在、農地中間管理機構を中
心に農地の集積が進められ、大型経営体も生まれています。しかし、家族経営
の農家も大切に守っていかなければ地域社会が壊れてしまう、という認識が一
致したことは、大きな収穫でした。さらに各団体共通の問題として、農地荒廃
の改善に向け取り組むこととなりました。当JA管内は中山間地域も多く、中
山間地にある農地の経営・管理については、各自治体、団体と真剣に協議を重
ね、改善に取り組まなければならないと考えています。組合員の皆様の声を真
剣に聞き、組合員の目線を大切にして、JAの事業に取り組んでまいります。

D i r e c t o r ' s  o p i n i o n  2015

役員より  vol.1　

代表理事組合長
板垣平治郎

■ まずはリクナビ2016より
　 エントリーしてください。

■採用試験
・ 応　　募 開始：平成27年4月1日（水）
 締切：平成27年4月24日（金）
・ 応募方法 当JAホームページ、もしくはリクナビのサイ

トから「JAやまがた」にエントリーし、オープ
ンエントリーシートを作成のうえお申し込み
ください。　

・SPI検査 平成27年5月（予定）※テストセンターにて

・面　　接 平成27年8月（予定）

・ 応募に際してお預かりする個人情報は、採用に関する選考や案内以
外の目的では使用しません。

モバイル版
企業ページ

新卒採用情報
掲載中

お問い合わせ

人事部 TEL.023-624-8257
（担当：丹野、佐々木） 

■ お渡しする時期について
総代の皆様には、総代会の前にお渡し致します。
正組合員の皆様には、総代会終了後、広報紙と
ともにお届けします。

お問い合わせ

経営管理部 TEL.023-641-3121

仙台港
発着

大型客船「ぱしふぃっく びいなす」でゆく

世界自然遺産 小笠原5泊6日クルーズ

■ ツアーのポイント
① 仙台港より直接小笠原諸島に向かいます。
② 全室海側・個室の大型日本客船。
　 パブリックスペースやイベントも充実。
③クルーズには船医と看護師が乗船。安心の旅行です。

JR仙台駅 ⇔ 仙台港間
往復無料送迎バス運行

お問い合わせ  JAやまがた 旅行センター
TEL.023-624-8259

7 ── JA INFORMATION JA INFORMATION ── 6



資産サポート
ナビ Support

navigation VOL.17

■ 営農経済部
4月16日

・ ＪＡやまがた園芸作物豊作祈願祭・
　安全安心園芸推進大会

■ 各育苗センター
５月中旬～ ・ 苗供給開始

■ 中央営農センター
4月中旬

・ 西洋梨、もも、りんご摘蕾講習会
・ 大玉トマト巡回指導
・ ハウスさくらんぼ園地巡回指導
4月下旬

・ 農事実行組合長連絡協議会
5月上旬

・ 水稲育苗巡回指導
・ 実行組合長会議（米予約契約取纏め）

■ 西部営農センター
4月中旬

・ 航空防除協議会総会
・ さくらんぼ圃場巡回、凍害調査
・ デラウェア圃場巡回、管理講習会
・ きゅうり栄養診断
4月下旬 ・ 花壇苗ハウス巡回
5月上旬 ・ 麦圃場巡回 ・ 水稲育苗巡回

■南部営農センター
4月中旬

・ さくらんぼ結実確保対策講習会
・ 西洋梨摘蕾・摘花講習会
4月下旬

・ 水稲育苗（つや姫）講習会
・ ポリネーション導入
5月上旬

・ デラウェア芽かき・ジベ処理講習会
・ 有害鳥獣対策会議

■北部営農センター
4月中旬 ・ もも摘蕾講習会
4月下旬

・ 果樹受粉用花粉の開葯所稼動
・ 水稲育苗巡回
5月上旬

・ すもも、西洋梨、りんご摘花講習会

営農
情報

お問い合わせ：

西部営農センター 営農企画指導員TACT
古内 拓己
TEL.090-4312-4136

催芽はハト胸程度 
▼ 播種前にもう一度播種量を確認してください。

● 催芽 30～32℃が適温で12時間が目安です。

● 育苗マットを使用している場合は、潅水量を多めにして乾燥障
害（出芽ムラ）を防ぎましょう。

育苗期間の管理 
■ 出芽～出芽揃い
● 太陽シートを使って出芽させる際、夜間は保温マットを太陽シー
トの上にかけて保温に努めてください。太陽シートは保温力が
低いので、出芽に時間がかかる場合があります。

● 芽の短か過ぎや伸び過ぎはその後の生育に影響を及ぼしますの
で、出芽揃いになったら速やかに被覆資材をはずし、緑化に移
りましょう。被覆資材を除去したときに覆土が持ち上がってい
るときは土落としをしてください。

■ 緑化期
● ハウス育苗では、特に

気温の高い日や晴れの
日に、高温障害が起こりやすいので注意しましょう。また、新し
いビニールは温度が上がりやすいので要注意です。

● 床土の水分過多と低温が重なると根張りが悪くなります。緑化
１～２日程度（第１葉が開き始める頃まで）は土が乾いているとき
以外はできるだけ潅水を避けましょう。

　⇒根は水分を求めて力強く伸びる！！

苗半作!!! 万全の備えと管理で
健苗を育てましょう！

営 農 ひ と こ と ア ド バ イ ス

Farming information

播種目安 播種時期 育苗期間 田植え 催芽籾量 箱使用数/10a
稚苗 4/24 25日 5/20

（2.5葉）
180g 18～22箱

緑化期 温度
日中 夜間

出芽～1.5葉 20～25℃ 10℃以上

ハト胸状態

担
い
手
経
営
体
・
新
規
就
農
者
育
成

支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す

■
目
的

以
下
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

●

地
域
の
担
い
手
を
明
確
に
し
、
新
た
な
農
業
者
を
確
保
す
る
た
め
。

●

管
内
の
優
れ
た
生
産
基
盤
を
有
効
活
用
し
て
生
産
量
を
確
保
し
、
生
産
・
販
売
対
策
を
強
化
す
る
た
め
。

●

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
。

■
対
象
者

（
１
）
担
い
手
経
営
体

①
農
事
組
合
法
人

②
集
落
営
農
組
織

③
認
定
農
業
者

④
大
規
模
稲
作
農
家
（
十
町
歩
の
会
等
）

⑤
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
担
い
手

（
２
）
新
規
就
農
者

①
新
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
者

新
卒
者
、
ま
た
は
他
産
業
に
従
事
し
た

後
に
、
親
元
で
就
農
す
る
方

　
（
45
歳
未
満
の
方
で
就
農
5
年
以
内
）

②
新
規
参
入
者

地
区
内
外
出
身
者
で
、他
産
業
に
従
事

し
た
後
に
、
農
業
経
営
を
目
指
す
方

　（
45
歳
未
満
の
方
で
就
農
5
年
以
内
）

③
定
年
帰
農
者

地
区
内
外
出
身
者
で
、他
産
業
に
従
事

し
、
退
職
し
た
後
に
農
業
を
営
む
方

（
就
農
5
年
以
内
）

確定申告の振替納税日をご確認下さい！

■
農
業
者
の
確
保
・
育
成
支
援
策

担
い
手
経
営
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

J
A
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
（
公
財
）や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

研
修
生
、
ま
た
管
内
市
町
か
ら
紹
介
さ
れ

た
農
業
者
の
方
を
受
け
入
れ
ま
す
。

●

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、広
報
紙
「
J
A
や
ま

が
た
」へ
の
掲
載
に
よ
り
本
事
業
内
容
の
周

知
を
図
り
、
農
業
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●

新
規
就
農
す
る
た
め
の
各
制
度
や
申
請
順

序
等
に
つ
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●

J
A
、各
部
会
、県
等
が
開
催
す
る
研
修
会

の
情
報
を
提
供
し
、
参
加
を
促
し
ま
す
。

●

栽
培
指
導
・
販
売
対
策
に
あ
わ
せ
て
、経
営

や
税
務
に
関
す
る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
上
記
に
加
え
、
必
要
な
対
策
、

支
援
を
随
時
追
加
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際

は
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせ：

資産サポート部 
TEL.023-624-8260

お問い合わせ：

営農経済部営農米穀課・各営農センター 

帳簿・書類の
保存期間について
　個人の白色申告の方で事業や不動産
貸付等を行う全ての方は、記帳と帳簿
書類の保存が必要です。

保存が必要なもの 保存期

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿 7年

業務に関して作成した上記以外の帳簿 5年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

5年業務に関して作成し、又は受領した請求書、
納品書、送り状、領収書などの書類

※残高不足等で振替不能となった場合、延滞税がかかります。

確定申告の振替納税を
ご利用の方へ 申告所得税及び復興特別所得税 平成27年4月20日（月）

消費税及び地方消費税 平成27年4月23日（木）

9 ── 営農情報／資産サポートナビ 営農情報 ── 8



※上記イベント情報は11/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。パズル？
頭の体操
出題●ニコリ

Puzzle
3名

図書カード
1,000円分
プレゼント！ 

vol
12

健康
コラム

福祉センター青田

①パズルの答え
②�当紙へのご意見
やご要望　

③�住所・氏名
　電話番号
（当紙の編集以外には
使用いたしません）

52 9 9 0 - 8 5 3 5

山
形
市
旅
篭
町

一
丁
目
12
―35

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

�

広
報
係�

行

読者の広場投稿募集
記入例を参考に郵便はがきでご応募下さい。
締め切りは、4月20日（当日消印有効）です。
●プレゼント／「パズル」の正解者の中から抽選で
3名の方に図書カード（1,000円分）をプレゼント。
当選者は発送をもってかえさせていただきます。
●お問い合わせ／JAやまがた広報係
TEL.023-624-8265　FAX.023-631-4714
kikakukanri@jayamagata.or.jp

●先月号のパズルの答え「ニユウガク」

➡ヨコのカギ
1 4月は卯月（うづき）、5月は──
2 空からポツポツと落ちてきます
3 人間万事──が馬
4 川端康成が書いた『──の踊子』
5 短時間うとうとと寝ること
7 秘密や悪事を白日の下にさらすこと
10 大股で歩く人は広め
12 具をホワイトソースであえて焼いた料理
13 戸をぴったり閉めないと開きます
14 画家のゴーギャンが晩年を過ごした島
17 5月4日は──の日
19 農作業に必要な道具をしまっておく建物
20 にぎりずしを数えるときに使う言葉

➡
タ
テ
の
カ
ギ

2
奥
さ
ん
を
大
切
に
す
る
男
性

6
初
夏
の
空
を
す
い
す
い
と
飛
ぶ
鳥

8
こ
ん
こ
ん
と
水
が
湧
き
出
ま
す

9
刺
し
身
に
よ
く
添
え
ら
れ
て
い
る
花

10
ポ
ッ
と
赤
ら
め
る
も
の

11
丸
木
を
組
ん
で
造
っ
た
建
物

15
父
は
ロ
バ
、
母
は
馬

16
新
鮮
な
鶏
卵
だ
と
、
皿
に

割
っ
た
と
き
盛
り
上
が
り
ま
す

18
日
光
が
当
た
っ
て
い
る
場
所

20
ま
き
を
く
べ
て
使
う
調
理
設
備

21
長
崎
名
物
の
麺
料
理

● 子どもの感性を育てる「花育」、頑張
って庭いっぱいに花を咲かせて、孫を
待ちたいと思います。（山形市 Aさん）
○編 お孫さんが花にあふれた庭で遊ぶ姿、
とても微笑ましいです。次に来る時まで
に、たくさんの花が咲くことを願います。

●コサージュづくり、東金井支部で毎年
行っているのですね。花の良さを理解
するためにも、小さいころからの花育、

本当に必要なものじゃないかな。（山形
市 Eさん）○編 花育の輪が広がることで、
豊かな人、さらには豊かな社会がつくら
れると良いですね。

● 今年は春が長い傾向にあるそうです。
作物を作るのに、より一層注意しないと、
と考えています。（山形市 Iさん）○編 こ
こ最近、毎年異常気象に見舞われてい
る気がします。自然を相手にするのは
本当に難しいけれど、自然と闘い、そし
てともに生きている農家の方はやっぱり
すごいと思います。

　
3
月
31
日
、本
店
で
き
ず
な
担

当
・
経
済
配
送
担
当
の
進
発
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
中

央
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
で
職
員
に

よ
る
配
送
が
始
ま
る
こ
と
に
際
し
、

経
済
配
送
担
当
の
田
中
和
行
主
査

は
「
配
送
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
ま

す
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。
同
日
、
新
し
く
配
送
業

務
で
使
う
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 き

ず
な
担
当
・

経
済
配
送
担
当
進
発
式

　
3
月
3
日
、
山
形
県
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
園
芸
試
験
場

で
、
省
力
的
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
生

産
に
つ
い
て
の
検
討
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
40
名
が
新

技
術
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
試
験
場
で
は
Y
字
、

V
字
、
棚
仕
立
て
な
ど
、
作
業
動
線
が
シ
ン
プ
ル
な
樹
形

に
つ
い
て
、
収
量
や
食
味
、
作
業
時
間
等
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
試
験
場
の
研
究
員
は
「
各
仕
立
て
共
通
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
未
経
験
者
で
も
管
理
作
業
が
し
や

す
い
、
②
冬
の
剪
定
を
軽
減
で
き
る
、
③
雨
除
け
ハ
ウ

ス
を
低
く
で
き
る
、
と
い
う
点
が
あ
る
」
と
報
告
し
ま

し
た
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
生
産
の
省
力
化
へ

県
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
検
討
会

　
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
農
業
技

術
普
及
課
と
J
A
や
ま
が
た
広
域

も
も
部
会
は
、
今
年
か
ら
新
し
く

「
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
防
除
対
策
活

動
計
画
」
を
定
め
、
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
３
月
４
日
に
天
神

支
店
で
研
修
会
を
開
き
、（
公
社
）
福
島
県
植
物
防
疫
協

会
常
務
理
事
の
尾
形
正
さ
ん
を
お
招
き
し
て
桃
の
防
除

方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
３
月
中
旬
か
ら
、
山

形
市
内
の
園
地
で
複
数
の
防
除
方
法
を
組
み
合
わ
せ
た

「
総
合
的
防
除
」の
現
地
実
証
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
と
部
会
が
共
同
で
防
除
計
画
策
定

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策

　
3
月
26
日
、
協
同
の
杜
で
山

形
県
J
A
女
性
組
織
協
議
会

が
活
動
発
表
会
を
開
き
ま
し

た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
組
織
の

部
で
は
、
大
場
ゆ
み
子
さ
ん
が

「
出
会
い
探
索
フ
レ
ミ
ズ
2
年

生
！
」
と
題
し
て
、
発
表
し
ま

し
た
。
大
場
さ
ん
は
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
県
代
表
と
し

て
全
国
大
会
へ
進
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
女

性
組
織
の
部
で
は
、
有
海
栄
子
さ
ん
が
「
一
緒
に
楽
し

い
こ
と
す
っ
べ
！
私
た
ち
の
支
部
活
動
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

女
性
部
活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
発
表
会

J
A
や
ま
が
た
か
ら
2
人
が
出
場

JA NEWS TOPICS
管内の主な出来事をご紹介します

お問い合わせ　福祉センター青田 TEL.023-616-8002
　　　　　　　介護サービス事業／通所介護・訪問介護・福祉相談窓口

骨粗しょう症を防ごう
「骨粗しょう症」とは加齢などにより
骨の量が減ってしまう病気です。

１．主な症状
背中や腰の痛み・骨折しやすくなる・
加齢とともに背中が曲がる… 等々

２．原因を知ろう
カルシウムは腸から吸収されて骨に
取り込まれます。しかし、加齢とと
もに吸収が悪くなる傾向があります。
また、運動不足、栄養の偏った食生
活、喫煙、飲酒、日光に当たらない
生活などがカルシウムの吸収や合成
に悪影響を及ぼすとされています。

読 者 の 広 場

3．予防する
食事 カルシウムが豊富な牛乳(乳製
品)や小魚･大豆製品･ひじき(海藻類)
などを摂取し、塩分を控えましょう。
塩分の摂りすぎは摂取したカルシウ
ムを尿に出してしまいます。
運動 骨は少し負担をかけることで強
くなります。散歩など無理のない運
動を行いましょう。
日光浴 日光に当たると、カルシウム
の吸収に必要なビタミンDが体内で作
られます。

有海栄子さん

大場ゆみ子さん
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